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【研究背景】 
核医学診断・治療の発展に伴い，近年では放射線

可視化技術の需要が急増している。核医学検査におい

て，画像の解像度や信頼性がデータの統計量により制

限される場合がある。一方で，長時間の測定は患者の負

担となるため，短時間の測定により高解像度・高精度な

画像を生成する技術が求められている。そこで我々の研

究チームは機械学習理論に着目し，低統計量画像から

の高精度線源分布推定に挑戦した。本論文では，放射

線検出器の一例としてコンプトンカメラ画像に対して，機

械学習解析を適用し，効果を検証した。また，近年では
223Raを用いた核医学治療が認可され，普及が進んでい

る。我々は治療時に放出されるガンマ線をコンプトンカメ

ラにより可視化することに成功した。しかし，依然として統

計量に課題があるため，本研究の技術により，さらなる画

像改善に挑戦した。 

図 1：イベント数増加に伴う，アーチファクトの減少 

 

【点線源測定画像に対する画像処理】 
まず初めにコンプトンカメラで測定した点線源測定デー

タに対して，機械学習技術を適用した。図 2 に示すよう，統

計量不足により発生したアーチファクトが出力画像では低減

した。また，SSIM, RMSE, PSNRの三種類の定量評価指

標により画像の改善を確認した。 

図 2：統計量が不足している点線源測定データに対する

機械学習解析の適用結果 

 

【広がりを持つ線源測定画像への適用】 
次に，広がりを持つ複数の線源を測定した画像に対し

て，機械学習技術を適用した。結果として，統計量不足によ

り発生したアーチファクトを低減し，線源の形状も高精度で

再現した。実機のコンプトンカメラによりC字型線源を測定し

たデータに対して機械学習を適用した結果を図 3 に示す。

本研究の目的の一つは 223Raを用いた RI内用療法におけ

る薬剤集積イメージングへの適用である。大阪大学医学部

病院との共同実験で測定した患者データに対して適用を行

った。結果として，機械学習を適用することによりノイズやア

ーチファクトの低減に成功した。 

図 3：実機のコンプトンカメラにより測定した C 字型線源

に対して，機械学習技術を適用した結果 

 

【技術応用と結論】 
本技術は他の放射線測定器にも適用可能であるた

め，我々の研究チームでは最新の CT システムである

Photon-counting CT のデータへ適用した。機械学習技

術により画像改善や物質濃度推定精度の向上を実現し

た。また，医療分野のみならず，ガンマ線観測衛星

Fermi-LAT の観測データへの適用にも成功した。 

本研究では，統計量不足のコンプトン画像に対して，

機械学習技術を適用することにより画像の改善に成功し

た。今後の展望として，予測性能の向上やモデルの信頼

性向上を目指し，研究を進めていく。 
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